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 あとがき

　【
作
品
に
つ
い
て
】

　
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
祖
父
は
労
働
者
階
級
の
靴
職
人
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
父
親
が
薬
剤
師
と
し
て
地
方
の

典
型
的
な
下
層
中
産
階
級
の
人
間
に
な
れ
た
の
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
る
独
学
と
自
助
の
精
神
の
お
か
げ
で

あ
る
。
こ
の
父
親
は
秀
才
だ
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
少
年
に
高
等
教
育
を
通
し
て
上
の
階
層
ま
で
出
世
さ
せ
た
か
っ

た
が
、
息
子
が
十
三
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
常
に
貧
困
に
苦
し
め
ら

れ
、
街
の
女
の
た
め
に
犯
し
た
罪
で
高
等
教
育
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
を
放
浪
し
た
後
に
ロ
ン
ド
ン
へ

出
て
作
家
と
な
っ
て
か
ら
も
、
ス
ラ
ム
街
に
近
い
安
い
下
宿
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
生
活
に
よ
っ
て
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
労
働
者
階
級
の
貧
民
た
ち
の
惨
状
を
冷
徹
な
眼
で
観
察
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
実
体
験
は
彼
の
初
期
作
品
群
に
お
け
る
自
然
主
義
的
な
描
写
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
の
よ
う
な
描

写
は
人
生
や
生
活
の
暗
い
面
を
暴
き
出
す
た
め
に
娯
楽
性
に
欠
け
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
敬
愛
し
た
先
輩
作
家
で
あ

る
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
ユ
ー
モ
ア
や
笑
い
に
あ
ふ
れ
た
小
説
と
は
違
っ
て
作
品
の
売
れ
行
き
に
つ
な
が
ら
ず
、
結
果

的
に
彼
の
貧
困
生
活
を
長
引
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
般
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
の
自
然
主
義
作
家
で
、
そ
の
小
説
は
悲
観
主
義
や
運
命
論

に
支
配
さ
れ
た
陰
鬱
な
色
調
の
作
品
ば
か
り
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ

論
―
―
批
評
研
究
』（
一
八
九
八
）
や
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
版
デ
ィ
ケ
ン
ズ
全
集
の
各
作
品
に
寄
せ
た
序
文
か
ら
な



160

作品について

る
『
不
滅
の
デ
ィ
ケ
ン
ズ
』（
一
九
二
五
）
を
著
し
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
ど
の
小
説
に
も
喜
劇
的
息
抜
き
と
し

て
デ
ィ
ケ
ン
ズ
的
な
笑
い
や
ユ
ー
モ
ア
を
ち
り
ば
め
て
い
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
ピ
エ
ー
ル
・

ク
ス
テ
ィ
ヤ
ス
は
、
評
伝 (The H

eroic Life of G
eorge G

issing, Pickering, 2011-12) 

の
中
で
、「
基
本
的
に

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
楽
天
家
で
理
想
主
義
者
で
あ
る
。
若
い
頃
の
生
活
で
心
が
荒
廃
し
、
四
十
歳
の
頃
に
は
誰
よ
り

も
厳
し
い
運
命
の
処
遇
を
受
け
て
幻
滅
を
味
わ
っ
た
が
、
暗
黒
時
代
に
お
い
て
も
生
き
る
意
欲
を
完
全
に
失
う

こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
知
半
解
の
批
評
家
た
ち
は
彼
の
小
説
の
陰
鬱
性
を
得
々
と
語
っ
て
い
る
が
、
作
品
の
全

部
が
一
様
に
陰
気
臭
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
喝
破
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
逃
避
し
た
若
か
り
し
頃
の

ギ
ッ
シ
ン
グ
が
書
い
た
短
篇
の
中
に
は
、
悲
観
的
な
要
素
が
な
く
、
主
人
公
の
勘
違
い
や
軽
挙
妄
動
な
ど
に
よ

る
喜
劇
的
な
作
品
が
少
な
く
な
い
。
彼
は
最
初
か
ら
自
然
主
義
作
家
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
中
期

の
『
下
宿
人
』
や
『
都
会
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
』、
後
期
の
『
命
の
冠
』
や
『
我
ら
が
大
風
呂
敷
の
友
』
や
『
ウ

ィ
ル
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
』
を
読
ん
で
、
読
者
が
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

　
今
回
こ
こ
に
訳
出
し
た
『
下
宿
人
』
は
、
一
八
四
八
年
設
立
で
九
〇
年
代
に
国
際
的
な
出
版
社
と
な
っ
て
い

た
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ッ
セ
ル
社
の
た
め
に
、
九
五
年
三
月
二
八
日
に
小
説
家
・
出
版
者
の
ペ
ン
バ
ー
ト
ン (M

ax 

Pem
berton, 1863-1950) 

が
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
執
筆
を
依
頼
し
た
中
篇
小
説
で
あ
る
。
そ
の
年
の
秋
に
原
稿
を
渡

す
約
束
が
な
さ
れ
、
七
月
初
め
に
は
タ
イ
ト
ル
も
決
ま
っ
て
、
途
中
で
何
度
か
中
断
し
た
も
の
の
、
わ
ず
か
二

週
間
で
書
き
上
げ
ら
れ
た
。
出
版
社
も
非
常
に
満
足
し
た
『
下
宿
人
』
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
作
品
の
中
で
も
っ
と

も
喜
劇
的
な
色
彩
の
濃
い
小
説
で
あ
る
。
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＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　『
下
宿
人
』
の
舞
台
は
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
サ
ッ
ト
ン
で
あ
る
。
初
期
作
品
群
の
最
後
の
小
説
『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
』
を
脱
稿
し
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
一
八
八
八
年
九
月
末
に
少
年
時
代
か
ら
の
憧
憬
の
地
で
あ
っ
た
イ
タ
リ

ア
へ
、
そ
し
て
翌
年
一
一
月
に
は
自
分
の
教
育
の
基
礎
工
事
を
仕
上
げ
る
た
め
に
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
旅
に
出
た
。

多
く
の
批
評
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
た
二
回
の
大
陸
旅
行
は
、
彼
の
関
心

が
労
働
者
階
級
か
ら
中
産
階
級
へ
移
っ
た
と
い
う
点
で
、
彼
の
生
涯
に
お
け
る
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
八
〇
年
代
の
初
期
作
品
群
は
、
そ
の
大
半
が
労
働
者
階
級
の
悲
惨
な
生
活
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ン
ド
ン
か
ら
温
暖
な
気
候
の
地
中
海
方
面
へ
の
脱
出
は
、
彼
の
気
持
ち
を
楽
観
的
、
審

美
的
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
の
舞
台
は
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
に
近
い
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
の
ス
ラ
ム
街
で
あ
っ
た
が
、

そ
こ
か
ら
五
年
後
の
一
八
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
女
王
即
位
五
十
年
祭
の
年
に
』
で
は
、
舞
台
が
南
ロ
ン
ド

ン
の
郊
外
キ
ャ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
に
移
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
労
働
者
階
級
の
生
産

0

0

に
重
き
が
置
か
れ
た
ロ
ン
ド

ン
内
部
の
地
区
か
ら
、
キ
ャ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
の
ブ
リ
ク
ス
ト
ン
に
お
け
る
中
産
階
級
の
消
費

0

0

に
焦
点
が
当
て
ら

れ
た
地
区
へ
の
移
動
で
あ
っ
た
。
貴
族
や
大
地
主
と
い
っ
た
上
流
階
級
の
人
々
が
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
と
呼

ば
れ
る
広
壮
な
屋
敷
を
構
え
た
田
舎
と
違
い
、
か
つ
て
の
郊
外
は
都
市
生
活
の
も
っ
と
も
堕
落
し
た
部
分
（
賤

業
者
や
犯
罪
者
）
を
遠
ざ
け
る
た
め
の
場
所
で
あ
っ
た
。
昔
の
都
市
警
察
に
は
原
始
的
な
監
視
能
力
し
か
な
か
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作品について

っ
た
の
で
、
郊
外
が
無
法
地
帯
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
郊
外
は
十
八
世
紀

以
降
に
ロ
ン
ド
ン
の
実
業
家
や
経
営
者
の
別
荘
地
と
な
り
、
産
業
革
命
後
は
激
増
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
者
た

ち
と
距
離
を
置
き
、
自
分
の
富
を
物
理
的
に
認
識
し
た
い
新
興
の

0

0

0

中
産
階
級
の
人
々
が
移
り
住
む
理
想
の
場
所

と
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
十
八
世
紀
末
に
は
人
家
が
ま
ば
ら
な
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
百
年

後
に
は
人
口
が
約
二
五
万
と
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
中
産
階
級
が
新
た
に
住
む
た
め
の
郊
外
の
縮
図
と
見
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
郊
外
の
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
は
一
八
六
〇
年
代
か
ら
急
速
に
拡
大
し
て
八
〇

年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。
郊
外 (suburb)  

は
「
都
会 (urb)

」
に
「
上
位
の (super-)

」
と
は
反
対
の
「
下

位
の (sub-)

」
と
い
う
接
頭
辞
が
付
い
た
言
葉
で
あ
る
。『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の

形
容
詞 (suburban) 

の
定
義
の
一
つ
は
「
郊
外
の
住
民
の
特
性
と
し
て
、
あ
ま
り
良
く
な
い
礼
儀
作
法
を
有
す

る
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
虎
を
画
き
て
狗
に
類
す
」
よ
う
な
下
層
中
産
階

級
に
対
す
る
上
の
階
級
か
ら
見
た
揶
揄
や
嘲
笑
の
言
葉
で
あ
る
。『
下
宿
人
』
で
も
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
人
の
よ

う
な
「
郊サ

バ

ー

バ

ン

外
に
住
む
中
流
家
庭
の
奥
さ
ま
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
自
慢
す
る
よ
う
な
応
接
室
」
に
つ
い
て
「
安
ピ

カ
物
が
横
行
す
る
今
の
時
代
、
当
世
風
の
家
具
調
度
品
を
備
え
る
場
合
の
費
用
が
少
な
く
て
す
む
」（
第
九
章
）

点
を
強
調
し
て
い
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
明
ら
か
に
上
の
階
級
か
ら
の
視
線
で
下
層
中
産
階
級
を
諷
刺
的
に
描
い

て
い
る
。

　
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
二
回
目
の
大
陸
旅
行
か
ら
戻
っ
た
一
年
後
、
一
八
九
一
年
一
月
に
ロ
ン
ド
ン
の
喧
騒
か
ら

逃
れ
て
デ
ヴ
ォ
ン
州
の
エ
ク
セ
タ
ー
へ
引
っ
越
し
て
い
た
が
、
九
三
年
六
月
に
な
る
と
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ブ
リ
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ク
ス
ト
ン
に
移
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
郊
外
に
対
す
る
彼
の
見
方
は
す
で
に
好
意
的
で
は
な
く
な
っ
て

い
た
。
ブ
リ
ク
ス
ト
ン
で
の
生
活
は
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
を
支
配
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
郊
外
に
も
浸
透
し
て
い

る
こ
と
を
彼
に
認
識
さ
せ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
鉄
道
網
や
通
信
網
の
発
達
に
よ
っ
て
都
市
の
文
化
や
物
の
考
え

方
が
郊
外
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
英パ

ク

ス

・

ブ

リ

タ

ニ

カ

国
支
配
下
の
平
和
に
支
え
ら
れ
た
一
八
五
〇
年
代
、
六
〇
年

代
の
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
大
好
況
期
」
に
富
裕
化
し
て
郊
外
に
住
み
始
め
た
新
興
の
中
産
階
級
の
人
々
も
ま
た
、

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
労
働
者
階
級
と
同
様
に
物
質
主
義
、
商
業
主
義
、
資
本
主
義
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
強

力
な
社
会
・
政
治
・
経
済
思
想
に
従
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
サ
バ
ー
ビ
ア
（
郊
外
生
活
特
有
の
様
式
・
風
俗
・
習
慣
）
の
現
実
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
処
女
作
『
暁
の
労
働

者
た
ち
』
の
洗
練
さ
れ
た
知
的
な
女
性
、
ヘ
レ
ン
・
ノ
ー
マ
ン
が
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ハ
イ
ベ
リ
ー
で
送
る
よ
う

な
理
想
化
さ
れ
た
半
田
園
的
な
隠
棲
生
活
と
は
違
い
、
都
市
に
集
中
す
る
産
業
的
・
経
済
的
な
発
展
の
重
視
や

精
神
的
な
（
芸
術
志
向
の
）
生
活
の
軽
視
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
『
女
王
即
位
五
十
年
祭
の
年
に
』
の

中
心
テ
ー
マ
と
し
て
郊
外
生
活
の
空
虚
さ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
キ
ャ
ン
バ
ー

ウ
ェ
ル
は
世
間
体
に
と
ら
わ
れ
た
中
産
階
級
の
虚
栄
と
偽
善
が
は
び
こ
る
郊
外
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
と
り

わ
け
下
層
中
産
階
級
に
対
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
反
感
が
見
て
取
れ
る
。
郊
外
が
汚
濁
の
都
市
か
ら
分
離
さ
れ
て

い
る
と
い
う
考
え
は
自
己
欺
瞞
的
な
虚
構
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
『
下
宿
人
』
も
ま
た
同
断

で
あ
る
。
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
妻
は
郊
外
に
住
み
な
が
ら
も
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
思
考
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
世
間
体

を
最
優
先
す
る
二
人
の
滑
稽
な
姿
が
揶
揄
と
諷
刺
を
込
め
て
活
写
さ
れ
て
い
る
。
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作品について

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　『
下
宿
人
』
の
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
氏
は
ロ
ン
ド
ン
郊
外
か
ら
シ
テ
ィ
ー
ま
で
汽
車
で
通
勤
し
て
い
る
事
務

員 (offi
ce clerk, pen driver/pusher) 

で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
事
務
員
は
、
ロ
ン
ド
ン
万
博
が
開
催
さ
れ

た
一
八
五
一
年
に
一
四
万
人
ほ
ど
で
、
労
働
人
口
の
四
十
人
に
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
六
十
年
後
の

一
九
一
一
年
に
は
約
七
倍
の
百
万
人
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
に
な
る

と
、
資
本
主
義
経
済
と
国
際
貿
易
の
発
達
に
よ
っ
て
金
融
・
財
政
が
拡
大
し
、
交
通
網
と
通
信
網
の
発
展
に
よ
っ

て
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
事
務
作
業
が
激
増
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
一
八
七
〇
年
を
嚆
矢

と
す
る
一
連
の
初
等
教
育
法
の
恩
恵
を
受
け
、
向
上
心
の
あ
る
労
働
者
階
級
の
若
者
た
ち
が
事
務
員
と
な
っ

て
下
層
中
産
階
級
に
参
入
し
て
い
た
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
短
篇
小
説
に
は
、
そ
の
よ
う
な
教
育
の
お
か
げ
で
事
務

員
と
な
っ
た
登
場
人
物
が
少
な
く
な
い
。『
下
宿
人
』
と
同
じ
一
八
九
五
年
に
出
版
さ
れ
た
「
地
の
塩
」(“The 

Salt of the Earth”) 

の
主
人
公
ト
マ
ス
・
バ
ー
ド
は
、
事
務
員
と
し
て
の
給
与
は
そ
こ
そ
こ
あ
る
の
だ
が
、
給

料
日
で
も
自
分
が
買
い
た
い
も
の
を
買
え
な
い
で
い
る
。
そ
れ
は
、
作
品
の
題
名
が
示
す
よ
う
に
「
堅
実
で
善

良
な
人
」(M

att. 5.13) 

と
し
て
周
囲
の
人
間
に
い
つ
も
金
を
あ
げ
た
り
貸
し
た
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼

は
郊
外
の
キ
ャ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
に
下
宿
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
金
銭
的
な
余
裕
が
な
い
の
で
遠
距
離
を
歩0

い
て

0

0

通
勤
し
て
い
る
。
当
時
の
事
務
員
の
多
く
は
、
中
産
階
級
の
人
間
と
し
て
世
間
を
気
に
し
た
体
裁
の
た
め

に
、
黒
の
ス
ー
ツ
な
ど
で
外
見
の
維
持
に
努
め
た
り
、
キ
ャ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
、
ブ
リ
ク
ス
ト
ン
、
ク
ラ
パ
ム
あ
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た
り
の
郊
外
で
家
を
借
り
た
り
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
給
与
の
多
く
を
費
や
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
体
面
維
持
の
た
め
に
部
屋
の
一
部
を
労
働
者
に
又
貸
し
す
る
事
務
員
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
熟
練

工
の
よ
う
に
収
入
が
多
い
上
層
労
働
者
階
級
の
人
間
に
貸
し
た
場
合
な
ど
は
、
教
育
を
受
け
て
教
養
も
あ
る
貸

主
が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
も
多
か
っ
た
。
同
じ
下
層
中
産
階
級
の
事
務
員
で
あ
っ
て
も
、
郊
外
の
家
に

下
宿
し
て
徒
歩
で
通
勤
す
る
ト
マ
ス
・
バ
ー
ド
と
一
戸
建
て
住
宅
を
借
り
て
汽
車
で
通
勤
す
る
マ
ム
フ
ォ
ー
ド

氏
で
は
相
当
の
収
入
差
が
あ
る
も
の
の
、「
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ (respectability)

」
が
強
迫
観
念
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
点
で
は
、
ど
ち
ら
も
大
差
が
な
い
。

　
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
対
応
す
る
適
切
な
日
本
語
が
な
い
。
辞
書
的
に
は
「
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
、

恥
ず
か
し
く
な
い
こ
と
、
見
苦
し
く
な
い
こ
と
」、「
体
面
や
世
間
体
を
繕
う
こ
と
、
見
栄
を
張
る
こ
と (keeping 

up appearances)

」
を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
文
字
通
り
の
意
味
と
は
反
対
の
「
尊
敬
で

き
な
い
」
と
い
う
皮
肉
的
な
意
味
を
暗
示
す
る
言
葉
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
に
お
い
て
は
、
特
に
下

層
中
産
階
級
に
お
い
て
「
上
品
ぶ
っ
た
言
動 (prudery)

」、
つ
ま
り
内
面
と
外
面
の
乖
離
（
中
身
が
な
い
の
に

上
の
階
級
に
従
っ
て
外
見
だ
け
を
真
似
る
こ
と
）
に
対
し
て
、
時
に
は
冷
笑
や
侮
蔑
を
交
え
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
例
え
ば
、『
下
宿
人
』
の
原
題 (The Paying G

uest) 

は
、
内
実
は
家
賃
を
払
っ
て
い
る
「
下
宿
人 

(boarder)

」
な
の
だ
が
、
表
向
き
は
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
妻
の
「
お
客
さ
ま (guest)

」
と
し
て
丁
重
に
も
て
な
さ

れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
撞オ

ク
シ
モ
ロ
ン

着
語
法
に
よ
る
婉
曲
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
下
宿
人
を
置
い
て
る
な

ん
て
噂
さ
れ
ち
ゃ
、
困
る
わ
よ
」（
第
一
章
）
と
不
安
が
る
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
人
に
対
し
、
夫
が
「
最
近
よ
く
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あ
る
類
の
契
約
だ
」
と
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
隣
人
た
ち
の
目
を
意
識
し
て
見
苦
し
さ
を
糊
塗
し
た
自
己
欺
瞞

的
な
表
現
で
あ
る
。
当
時
は
同
じ
中
産
階
級
で
も
上
層
と
下
層
に
は
埋
め
が
た
い
径
庭
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

下
層
中
産
階
級
の
人
間
の
リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
な
言
動
は
常
に
上
層
中
産
階
級
の
笑
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
産
業
革
命
が
始
ま
る
直
前
に
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
即
位
し
た
一
七
六
〇
年
か
ら
、
彼
の
晩
年

の
発
狂
に
よ
っ
て
摂
政
時
代
が
終
わ
る
一
八
二
〇
年
ま
で
、
国
王
の
絶
対
主
義
的
な
圧
制
に
伴
う
暴
力
的
な
社

会
風
潮
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
六
十
年
間
、
産
業
革
命
の
負
の
遺
産
で
あ
る
貧
困
の
結
果
と
し
て
犯
罪
が

多
発
し
、
そ
の
防
止
の
た
め
に
血
の
法
典
に
よ
っ
て
死
刑
に
な
る
罪
状
が
激
増
し
た
。
し
か
し
、
摂
政
時
代
が

終
わ
っ
た
頃
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
不
況
は
徐
々
に
回
復
し
て
犯
罪
も
減
り
、
暴
力
的
な
社
会
風
潮
は
や

わ
ら
い
で
行
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
暴
力
は
実
際
に
は
抑
圧
さ
れ
て
表
面
的
に
見
え
な
く
な
っ
た
に
す

ぎ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
他
者
に
対
す
る
抑
圧
と
し
て
の
暴
力
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
を
経
済
的
に
支
え
て
文

化
の
担
い
手
と
な
っ
た
中
産
階
級
に
関
し
て
言
え
ば
、
彼
ら
を
特
徴
づ
け
る
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
概

念
に
暗
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
世
間
体
の
た
め
に
抑
圧
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
抑
圧
に
よ
っ
て
鬱
積
し
た
暴
力
は

時
と
場
合
に
よ
っ
て
形
を
変
え
て
表
面
化
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。『
下
宿
人
』
の
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
人
は
、
中

産
階
級
で
理
想
化
さ
れ
た
「
家
庭
の
天
使
」
と
し
て
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
意
識
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
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が
、
デ
リ
ッ
ク
嬢
と
そ
の
恋
人
コ
ッ
ブ
が
引
き
起
こ
し
た
火
事
に
よ
っ
て
自
慢
の
応
接
室
を
破
壊
さ
れ
た
際
に

は
、
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
完
全
に
忘
れ
て
憤
怒
の
形
相
に
な
り
、
労
働
者
階
級
の
人
間
の
よ
う
に
逆
上
し

て
し
ま
う
。
こ
こ
で
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
揶
揄
し
て
い
る
の
は
、
暴
力
的
な
激
し
い
感
情
の
抑
圧
に
よ
っ
て
維
持
さ

れ
て
い
る
、
そ
う
し
た
下
層
中
産
階
級
の
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
脆
弱
さ
に
他
な
ら
な
い
。

　
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
強
迫
観
念
化
し
て
い
る
の
は
、
中
産
階
級
の
上
層
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
下
層
の

人
間
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
仕
事
の
関
係
で
上
の
階
級
と
の
接
触
が
多
い
労
働
者
階
級
の
上
層
も
ま
た
リ

ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
お
嬢
さ
ま
の
恋
人
コ
ッ
ブ
は
、
電
灯
会
社
と
取
引
関
係
が
あ
る
電

気
技
師
で
あ
り
、
熟
練
労
働
者
と
し
て
給
料
も
高
く
、
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
家
の
火
事
に
対
し
て
も
ち
ゃ
ん
と
し
た

0

0

0

0

0

0

銀
行
宛
て
の
小
切
手
で
弁
償
で
き
る
ほ
ど
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
階
級
の
約
一
割
を

占
め
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
労
働
貴
族
」
は
労
働
組
合
や
友
愛
協
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
彼
ら

は
自
助
の
精
神
や
向
上
心
が
強
く
、
無
知
で
不
品
行
な
一
般
の
労
働
者
と
の
差
異
を
常
に
意
識
し
、
喜
怒
哀
楽

の
抑
制
に
努
め
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
お
嬢
さ
ま
は
折
に
触
れ
て
コ
ッ
ブ
の
暴
力
性
に
言
及
し
て
い
る
が
、
リ
ス

ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
彼
の
意
識
が
高
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
実
際
、
彼
は
「
上
品
そ
う
な
道
路
沿
い
に

あ
っ
て
、
恥
ず
か
し
く
な
い
地
区
に
あ
る
よ
う
な
家
」（
第
六
章
）
に
住
も
う
と
い
う
デ
リ
ッ
ク
嬢
の
提
案
に

同
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
結
婚
の
合
意
に
達
し
た
時
も
、
他
人
が
近
く
に
い
る
と
い
う
理
由
で
声
を
落
と
し
て

い
る
し
、
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
人
を
訪
問
し
た
際
も
、
相
手
か
ら
誘
わ
れ
る
前
に
握
手
を
求
め
る
よ
う
な
、
つ
ま

り
社
会
的
な
劣
等
感
を
う
っ
か
り
態
度
に
表
わ
す
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
相
手
が
上
の
階
級
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で
も
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
作
者
が
「
次
第
に
イ
ラ
イ
ラ
し
始
め
、
激
し
い
感
情
が
う
ご
め
い
て
い
る
こ
と
が

筋
肉
の
動
き
を
見
て
も
分
か
っ
た
」（
第
三
章
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
と
し
て
の
コ
ッ
ブ
の
リ
ス

ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
も
、
そ
の
薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
脆
弱
さ
は
常
に
嘲
笑
の
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
じ
労
働
者
階
級
で
も
、
コ
ッ
ブ
よ
り
下
の
階
層
か
ら
一
足
飛
び
に
中
産
階
級
の
人
間
と
な
っ
た
デ
リ
ッ
ク

嬢
の
母
親
、
ヒ
ギ
ン
ズ
夫
人
は
「
昔
は
酪
農
場
で
働
い
て
い
た
若
い
美
少
女
だ
っ
た
」（
第
一
章
）
よ
う
に
思

え
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
、
結
婚
直
後
に
夫
の
デ
リ
ッ
ク
が
死
ん
で
未
亡
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
の
美
貌
と
野
心
と
で
成
り
上
が
り
の
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
と
再
婚
し
、
現
在
の
よ
う
な
金
銭
的
に
何
不
自
由
な
い
生

活
を
送
っ
て
い
る
。
再
婚
し
て
中
産
階
級
に
仲
間
入
り
し
た
彼
女
は
、
夫
が
兄
弟
商
会
を
経
営
し
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
妻
よ
り
社
会
的
地
位
が
高
い
と
思
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
彼
女
は
労
働
者
階

級
時
代
と
同
じ
よ
う
に
喜
怒
哀
楽
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
大
き
く
、
ロ
ン
ド
ン
な
ま
り
の
コ
ッ
ク
ニ
ー
の
特
徴
で
あ

る
語
頭
の 

/h/ 

音
が
落
ち
る
言
語
癖
や
文
法
的
な
ミ
ス
が
改
善
さ
れ
る
見
込
み
は
ま
っ
た
く
な
い
。
作
品
中
の

彼
女
の
リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
な
言
動
が
す
べ
て
滑
稽
で
、
読
者
の
失
笑
を
買
っ
て
し
ま
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ヒ
ギ
ン
ズ
夫
人
の
娘
、
デ
リ
ッ
ク
嬢
が
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
家
に
下
宿
し
た
か
っ
た
表
向
き
の

0

0

0

0

理
由

は
、
感
情
を
制
御
で
き
な
い
点
で
自
分
と
よ
く
似
た
母
親
や
義
理
の
姉
と
実
家
で
衝
突
し
て
い
た
か
ら
で
あ 

る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
労
働
者
階
級
の
特
質
を
も
っ
と
も
明
白
に
示
し
て
い
る
と
考
え
、
作
品
中
も
っ
と
も
頻
繁

に
描
い
て
い
る
精
神
状
態
は
、
欲
求
不
満
の
時
に
抑
圧
で
き
ず
、
突
如
と
し
て
爆
発
さ
せ
て
し
ま
う
暴
力
的
な

怒
り

0

0

で
あ
る
。
デ
リ
ッ
ク
嬢
が
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
家
で
学
ぼ
う
と
す
る
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
―
―
例
え
ば
、
中
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産
階
級
が
得
意
と
す
る
「
自
分
の
性
格
を
意
識
し
て
偽
装
す
る
こ
と
」（
第
六
章
）
―
―
を
自
家
薬
籠
中
の
物

に
で
き
る
か
否
か
は
、
ひ
と
え
に
怒
り
の
抑
圧
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
い
つ
も
徒
労
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
。『
下
宿
人
』
の
喜
劇
性
を
高
め
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
人
間
の
愚
か
な
悪
あ
が
き
で
あ
る
。

　
デ
リ
ッ
ク
嬢
の
最
大
の
野
心
は
、
中
産
階
級
の
家
庭
で
行
儀
見
習
い
を
し
な
が
ら
、
ビ
ル
ト
ン
氏
の
よ
う
な

シ
テ
ィ
ー
に
勤
め
る
リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
な
若
者
と
結
婚
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
そ
う
し
た
野

心
を
簡
単
に
捨
て
て
し
ま
い
、
性
的
に

0

0

0

魅
力
の
あ
る
労
働
者
階
級
の
屈
強
な
美
男
子
、
コ
ッ
ブ
と
の
結
婚
を
最

終
的
に
選
ん
で
し
ま
う
。
結
婚
後
に
間
違
い
な
く
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
と
い
う
確
信
が
あ
り
な
が
ら
も
、「
め 

っ
ち
ゃ
素
敵
な
男
に
見
え
る
、
そ
ん
な
時
が
あ
る
」（
第
二
章
）
彼
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
そ

こ
に
は
教
育
や
環
境
と
い
っ
た
も
の
が
労
働
者
階
級
の
女
性
に
と
っ
て
何
の
意
味
も
持
た
な
い
と
い
う
ギ
ッ
シ

ン
グ
の
信
念
が
あ
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
最
初
と
二
度
目
の
結
婚
相
手
が
ど
ち
ら
も
、
性
的
な
欲
求
を
抑
え
ら
れ

ず
に
手
を
出
し
て
し
ま
っ
た
下
層
階
級
の
無
教
養
で
気
性
の
激
し
い
女
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
実

体
験
か
ら
生
ま
れ
た
信
念
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
で
は
男
女
の
性
に
関
す
る
表
立
っ
た
言
動
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
が
、
裏
で
は
売
春
や

性
風
俗
と
い
っ
た
悪
徳
や
乱
倫
が
隆
盛
を
極
め
て
い
た
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
自
身
の
実
生
活
で
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
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と
で
あ
る
が
、
一
般
の
人
間
が
性
的
欲
求
を
完
全
に
制
御
で
き
な
い
こ
と
は
、
彼
の
作
品
で
は
浅
は
か
な
リ
ス

ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
背
後
で
し
ば
し
ば
暗
示
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
下
宿
人
』
の
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
妻
の
場
合
を

見
て
み
よ
う
。
こ
の
夫
婦
に
は
二
歳
に
な
る
子
供
が
い
る
の
で
新
婚
時
代
の
よ
う
な
甘
い
雰
囲
気
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
お
嬢
さ
ま
が
郊
外
の
リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
な
中
産
階
級
の
家
庭
に
下
宿
し
た
が
っ

て
い
る
と
い
う
新
聞
広
告
に
、
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
氏
が
注
意
を
引
か
れ
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、「
こ
の
新
聞

広
告
に
は
同
時
に
別
の
意
味
で

0

0

0

0

0

彼
の
興
味
を
そ
そ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」（
第
一
章
）
と
作
者

が
ほ
の
め
か
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
単
な
る
金
銭
的
利
益
と
は
異
な
る
理
由
が
読
み
取
れ
る
。
マ
ム

フ
ォ
ー
ド
氏
が
中
産
階
級
に
と
っ
て
重
要
な
隣
近
所
に
対
す
る
世
間
体
を
無
視
し
て
ま
で
も
下
宿
人
を
置
き
た

い
別
の
理
由
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
彼
が
自
己
欺
瞞
的
に
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
出
勤
し
て
家
に
い
な
い
時
に

孤
独
な
「
妻
が
話
し
相
手
を
持
つ
こ
と
」
で
は
な
い
。
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
氏
は
デ
リ
ッ
ク
嬢
に
「
人
を
愛
す
る
能

力
が
な
い
」
と
分
か
っ
て
い
て
も
、「
お
嬢
さ
ま
の
こ
と
を
好
き
に
な
ら
ず
に
お
れ
な
か
っ
た
」
し
、「
彼
女
の

眼
が
な
か
な
か
脳
裏
か
ら
去
ら
な
く
」（
第
五
章
）
な
っ
て
い
る
。
夫
婦
生
活
に
倦
怠
感
が
漂
う
中
で
、
若
い

美
人
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
彼
の
邪
な
願
望
を
等
閑
に
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
同
じ
下
層
中
産
階
級
で
も
若
か
り
し
頃
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
よ
う
に
非
常
に
貧
し
け
れ
ば
、
街
の
女
に
手
を
出

す
し
か
な
く
、
実
際
に
彼
が
最
初
の
妻
ネ
ル
か
ら
感
染
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
常
に
性
病
の
危
険
が
あ
っ
た
。

上
層
中
産
階
級
の
裕
福
な
紳
士
で
あ
れ
ば
、「
家
庭
の
天
使
」
と
し
て
の
妻
と
は
別
に
、
家
か
ら
離
れ
た
秘
密

の
世
界
で
愛
人
／
妾

め
か
けを
か
こ
う
こ
と
が
当
時
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
事
実
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
家
庭
の
天
使
と
は
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言
え
な
い
妻
キ
ャ
サ
リ
ン
と
別
居
し
、
二
七
歳
も
離
れ
た
若
い
女
優
エ
レ
ン
・
タ
ー
ナ
ン
を
か
こ
っ
て
い
た
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
け
る
性
的
な
道
徳
観
は
、
同
棲
や
不
倫
を
し
た
女
性
に
対
し
て
は
「
家
庭
の
天
使
」
と

逆
の
「
堕
ち
た
女
」
の
烙
印
を
押
し
、
男
性
に
対
し
て
は
性
的
な
自
由
を
許
す
と
い
う
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
あ
っ
た
。
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
家
に
下
宿
す
る
デ
リ
ッ
ク
嬢
は
若
く
て
魅
力
的
な
美
女
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

彼
女
の
下
宿
に
よ
っ
て
神
聖
な
家
庭
生
活
が
乱
さ
れ
て
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
氏
は
、「
こ
ん

な
こ
と
が
長
く
続
く
よ
う
じ
ゃ
、
ロ
ン
ド
ン
に
下
宿
を
借
り
た
く
な
る
」（
第
七
章
）
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の

発
言
か
ら
、
単
な
る
現
実
逃
避
の
願
望
と
は
別
に
、
別
居
に
よ
る
自
由
さ
と
性
的
な
自
由
さ
と
の
関
係
を
読
み

取
る
の
は
牽
強
付
会
で
あ
ろ
う
か
。

　
面
白
い
の
は
、
妻
の
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
人
に
も
、
似
た
よ
う
な
願
望
が
見
ら
れ
る
点
だ
。
デ
リ
ッ
ク
嬢
が
悪

口
を
言
っ
た
恋
人
コ
ッ
ブ
の
話
を
聞
く
と
興
味
を
覚
え
、
お
嬢
さ
ま
は
相
手
の
欠
点
を
誇
張
し
て
い
る
と
か
、

「
そ
ん
な
悪
漢
で
あ
る
は
ず
が
な
い
」（
第
二
章
）
と
か
、
自
己
欺
瞞
的
な
思
い
に
駆
ら
れ
、
こ
の
男
に
会
っ
て

み
た
い
と
い
う
願
望
を
夫
に
吐
露
し
て
い
る
。
炭
鉱
夫
の
息
子
で
あ
る
猟
場
の
番
人
に
魅
せ
ら
れ
て
子
を
宿
す

上
流
階
級
の
チ
ャ
タ
レ
ー
夫
人
の
よ
う
な
、
そ
ん
な
実
行
力
は
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
夫
人
に
は
望
め
な
い
。
と
は
い

え
、
彼
女
は
「
嫉
妬
を
超
越
で
き
る
ほ
ど
理
性
的
な
人
間
」
で
は
な
い
の
で
、
夫
に
対
す
る
デ
リ
ッ
ク
嬢
の
影

響
力
を
感
じ
た
際
に
は
、「
近
く
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
花
び
ん
か
ら
盛
り
の
過
ぎ
た

0

0

0

0

0

0

花
を
何
本
か
抜
き
始

め
た
」（
第
六
章
）
よ
う
に
、
そ
の
隠
微
な
動
き
に
は
性
的
な
禁
欲
と
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
見
え
隠
れ
し

て
い
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
名
の
検
閲
を
通
し
て
下
層
中
産
階
級
の
人
々
の
滑
稽
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な
、
し
か
し
心
理
的
に
は
非
常
に
興
味
深
い
行
為
的
表
出
を
様
々
な
形
で
描
い
て
く
れ
る
作
家
で
あ
る
。

　
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
神
学
思
想
か
ら
派
生
し
た
英
国
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
世
俗
内
禁
欲
は
近
代
資
本
主
義
社

会
の
形
成
に
と
っ
て
原
動
力
と
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
産
階
級
の
自
己
欺
瞞
的
な
禁
欲
主
義
は
、
抑
圧
的
な

性
道
徳
、
厳
格
な
倫
理
観
、
上
品
ぶ
っ
た
偽
善
、
拡
張
す
る
国
力
か
ら
生
ま
れ
る
島
国
根
性
的
な
プ
ラ
イ
ド
・

自
己
満
足
・
楽
天
主
義
、
そ
う
い
っ
た
否
定
的
な
属
性
を
内
包
し
て
お
り
、
後
世
に
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ニ
ズ
ム
」

と
し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
中
産
階
級
の
偽
善
的
な
価
値
観
や
考
え
方
を
日
常
の
生
活
で

如
実
に
示
し
て
い
る
の
が
、
外
面
と
内
面
の
乖
離
を
生
み
出
す
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
他
な
ら
な
い
。
中
産

階
級
を
扱
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
中
期
以
降
の
作
品
群
で
、
そ
う
し
た
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
揶
揄
や
軽
侮
の

対
象
と
な
り
、
も
っ
と
も
喜
劇
的
に
描
か
れ
た
小
説
が
、
こ
の
『
下
宿
人
』
な
の
で
あ
る
。

二
〇
二
四
年
立
春
　
名
古
屋

松 

岡 

光 

治


